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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する。

＜連絡事項＞

・八戸精神科医会の案内です。

日時：７月１２日（水）　１９：００～会場：八戸パークホテル　３Ｆ　ロイヤルホール
【講演１】
座長：白山台メンタルクリニック　川端栄蔵　先生
演題：「レクサプロの有用性～うつ病を中心に～」
演者：医療法人　青仁会　青南病院　田名部　茂　先生

【講演２】
座長：医療法人　青仁会　院長　深澤　隆　先生
演者：医療法人卯の会　新垣病院　西村　直之　先生
演題：「不安と嗜癖行動・嗜癖習慣」～ｷﾞｬﾝﾌﾞﾘﾝｸﾞ障害の介入と治療～

対象：医師、薬剤師、スタッフ等
内容：周術期の抗血栓療法について
交通手配：医師のみ

情報交換会：あり
※出欠は不要です。参加希望者は当日会場まで。
＜患者様連絡事項＞

・丹波　清　様～本日主治医診察後、療養環境変更のため南Ａ121号室→東Ｄ17号室へ転出となっています。

・中川原　新一様～本日療養環境変更のため南Ｂ101号室→南Ａ121号室へ移動となってい

ます。6/18(日)10:00～6/19(月)17:00の外泊は、主治医より許可出ています。

・高橋　セン様～本日担当ケアマネジャー来院し、聞き取り調査行っています。介護サービス内容決定後、退院日を家族と相談し決めていくとのことです。

・小笠原　ウメ様～本日胸部レントゲン検査実施しています。

・清川　惠様～介護保険の更新のため、本日14：30～介護認定調査実施しています。

＜要注目患者様＞

・立花　榮子様～本日入浴時、両上肢・頸部・腹部の発赤発見しています。来週皮膚科受診予定しています。

・堀内　正三郎様～本日10:00血圧高値(156/82mmHg)であり、再検で126/78mmHg。引き続

　　　　　　　　　き、転倒に注意し観察していきましょう。

· 丹波　清様～療養環境変更のため南Ａ→東Dユニットへ移動となっています。

· 阿部　義一様～体温36.0～36.3℃。痰鳴あり一時的に酸素飽和濃度80％台となる事あ

　　　るが,吸引にて白色痰除去し91～95％。食事は毎食全量摂取されています。

・板垣　蔚城様～体温36.1℃。排泄時黙ってベッドから降りる、マスク外しも頻回にあり見守りしている。11：00酸素飽和濃度85％にて酸素8→10Lに増量している。血圧88～90/50～45mmhgで経過。12：00酸素飽和濃度91%。17：00酸素飽和濃度78％。吸引にて白色痰除去も酸素飽和濃度に変化無く経過しています。引き続きバイタルサインに注意し観察していきましょう。

＜伊藤Dr診察＞

・松倉　冨美子様～右下肢に発赤見られています｡次回皮膚科にて診察してもらうよう指示となっています。

・野月平　チエ様～発赤部位に関し見せたくないと拒否見られています。悪化するようであれば皮膚科にて診察してもらうよう指示となっています。

・田中　ツサ様～主治医指示にてデイサービスの体験利用を家族連絡し行うよう指示あり。また外泊訓練も行っていくようにとの事です。担当者は進めて下さい。

・馬場　清様～臨時薬が同内容で7日分処方となっています。(以後定期)

・熊野　文吉様～ニセルゴリンが終了となり、その他同内容で7日分処方となっています。

・小笠原　ウメ様～点滴終了し本日より抗生剤が5日分処方となっています。6/19採血と胸部レントゲンの指示あり。(可能であれば立位にて)また臨時薬にアスパラカリウム3Ｔ追加にて7日分処方となっています。

・大久保　健作様～臨時薬ディオバン(40)1Ｔ追加にて他同内容にて7日分処方となっています。

＜排便困難者＞

Ａユニット　・中川原　新一様：－2日目　センナリド2錠で対応

Ｂユニット　・馬場　清様：－2日目　センナリド2錠で対応

・大里　光子様：－2日目　センナリド2錠で対応

・眞角　とせ様：－2日目　シンラック液10滴で対応

・沢田　三郎様：－2日目　シンラック液10滴で対応

・熊野　文吉様：－2日目　シンラック液10滴で対応

・坂上　様：－2日目　センナリド2錠で対応

ＣＤユニット・中市　正治様：－2日目　センナリド2錠で対応

　　　　　　・高橋　礼子様：－2日目　シンラック液20滴で対応　

　　　　　　・林　恵司　様：－3日目　シンラック液15滴で対応

　　　　　　・母良田　幸子様：－3日目　センナリド2錠で対応

　　　　　　・立花　榮子様：－2日目　センナリド2錠で対応

＜事例検討会＞

・林恵司様の夕食後の臥床について

現在ベッドを自室より移動し見守りしているが、最近ベッド柵に自力で掴まり身体が端に寄って柵の上部隙間から顔が出ていた事があった。転落するリスクがある。

【改善策】

→差し込みタイプの余っている柵があるなら変更する。

　就床前薬服用するまでは、入眠することなく経過している。引き続き見守りしていく。

＜事故振り返り＞

・堀内　正三郎様～食事の準備で車椅子を動かした際、前傾姿勢となり車椅子から転落。食事の準備のため、テーブルを動かすスタッフと近くに居る他者の対応をするため、本人から手を離してしまったことが原因であり、今後は転落の可能性がある方なので手を離さず、テーブル等の準備は他のスタッフに依頼する、“大丈夫だろう”という思い込みをせず業務にあたることで振り返りをおこなっています。
